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鹿
屋
市
臨
時
職
員
を
募
集

●
募
集
職
種
及
び
職
務
内
容
等

●
雇
用
期
間
＝
８
月
４
日（
火
）

〜
平
成
22
年
３
月
31
日（
水
）

●
勤
務
場
所
＝
市
商
工
振
興
課

●
応
募
方
法
＝
市
販
の
履
歴

書
（
写
真
貼
付
）
の
左
上
空

欄
に
希
望
職
種
を
記
入
の
う

え
、
直
接
持
参
又
は
送
付
し

て
く
だ
さ
い
。

募
集
・
申
請

情報掲示板

日日 月 火 水 木 金 土

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31

2009 8月

●
応
募
期
限

　

＝
７
月
22
日
（
水
）
必
着

※
面
接
日
時
等
は
書
類
選
考
の

う
え
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
提
出
さ
れ
た
書
類
は
返
却
し

ま
せ
ん
。

※
そ
の
他
の
勤
務
条
件
等
は
、

面
接
時
に
詳
細
を
説
明
し
ま

す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
】

　

〒
８
９
３─

８
５
０
１

　

鹿
屋
市
共
栄
町
20
番
１
号

　

市
商
工
振
興
課
（
２
階
）

　

☎
０
９
９
４─

31─

１
１
６
４

赤
十
字
講
習
会
の
受
講
者

を
募
集

　

救
急
法
講
習
会
の
受
講
者
を

募
集
し
ま
す
。
講
習
会
の
最
後

に
は
、
検
定
を
行
い
合
格
者
に

は
、「
赤
十
字
救
急
法
救
急
員

認
定
証
」
を
交
付
し
ま
す
。

●
開
催
日
＝
９
月
５
日
（
土
）・

　

６
日
（
日
）・
12
日
（
土
）・

13
日
（
日
）

●
時
間
＝
９
時
〜
16
時

●
場
所
＝
市
社
会
福
祉
会
館

●
対
象
者
＝
15
歳
以
上

●
受
講
料
＝
無
料

※
教
材
費
３
，
０
０
０
円
が
必

要
●
定
員
＝
30
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

※
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
】

　

 

日
本
赤
十
字
社
鹿
児
島
県
支
部

　

☎
０
９
９─

２
５
６─

２
０
９
９

平
成　

年
度
前
期
ビ
ジ
ネ

ス
・
キ
ャ
リ
ア
検
定
試
験
の

受
験
者
を
募
集

　
「
ビ
ジ
ネ
ス
・
キ
ャ
リ
ア
検

定
試
験
」
と
は
、
厚
生
労
働
省

が
行
う
職
務
遂
行
に
必
要
な
専

門
的
知
識
・
能
力
を
客
観
的
に

評
価
す
る
試
験
で
あ
り
、
唯
一

の
公
的
資
格
試
験
で
す
。

●
試
験
日
＝
10
月
４
日
（
日
）

●
場
所
＝
鹿
児
島
市
内

●
受
験
料

　

１
級
＝
７
，
８
５
０
円

　

２
級
＝
５
，
２
５
０
円

　

３
級
＝
４
，
２
０
０
円

●
応
募
期
間
＝
７
月
21
日（
火
）

〜
８
月
25
日
（
火
）

※
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
】

　

県
職
業
能
力
開
発
協
会

 

☎
０
９
９─

２
２
６─

３
２
４
０

６月の鹿屋市地区別子牛のせり市結果（売却のみ） 消費税抜価格
地区名 性別  頭数（頭） 平均価格（円） 最高価格（円） 最低価格（円） 平均体重（kg）

鹿屋地区
めす 152 277,803 565,000 140,000 265
去勢 192 362,552 577,000 11,000 302

吾平地区
めす 50 302,440 517,000 155,000 269
去勢 65 386,492 585,000 201,000 304

串良地区
めす 175 283,651 701,000 163,000 259
去勢 232 383,892 615,000 151,000 287

輝北地区
めす 72 275,028 578,000 108,000 270
去勢 84 374,452 565,000 112,000 311

日日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

2009 7月

募集職種 職業能力開発ニーズ調査員
（嘱託職員） 事務補助員（パート職員）

募集人数 １人 １人
応募資格 要普通自動車免許 －

職務内容
市内事業所を訪問し雇用状
況等の調査及び調査票作成
等の事務　など

職業能力開発ニーズ調査の
補助

賃　　金 月額 176,200 円
（社会・雇用保険加入） 時給 730 円 （雇用保険加入）

勤務時間 ８時 30 分～ 17 時 ９時～ 17 時※月 15 日勤務

21

に
係
る
認
定
調
査
票
及
び
主

治
医
の
意
見
書
に
お
い
て
、

認
知
症
高
齢
者
の
日
常
生
活

自
立
度
判
定
基
準
の
ラ
ン
ク

Ⅰ
、
Ⅱ
ａ
、
Ⅱ
ｂ
の
人

○
20
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
要
介

護
障
害
者
を
介
護
し
て
い
る

場
合

①
要
介
護
障
害
者
、介
護
者（
受

給
対
象
者
）
が
、
８
月
１
日

現
在
、
鹿
屋
市
に
引
き
続
き

１
年
以
上
居
住
し
住
民
登
録

を
有
し
て
い
る
こ
と

②
平
成
21
年
２
月
１
日
以
前
か

ら
特
別
障
害
者
手
当
を
受
給

し
て
い
る
要
介
護
障
害
者

を
、
同
居
又
は
こ
れ
に
準
ず

る
状
態
で
継
続
し
て
６
か
月

以
上
、
在
宅
介
護
し
て
い
る

人
※
所
得
制
限
等
で
特
別
障
害
者

手
当
を
受
給
し
て
い
な
い
障

害
者
を
在
宅
介
護
し
て
い
る

人
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
介
護
保
険
の
認
定
を
受
け
て

い
な
い
要
介
護
障
害
者
に
つ

い
て
は
、
日
常
生
活
に
つ
い

て
後
日
調
査
を
行
い
ま
す
。

③
８
月
１
日
の
資
格
認
定
日

に
、
在
宅
介
護
し
て
い
る
人

次
の
人
は
、
受
給
対
象
者
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

□
平
成
21
年
２
月
１
日
以
降
、

延
べ
３
か
月
以
上
の
長
期
入

院
（
入
所
）
を
し
た
要
介
護

障
害
者

●
支
給
額
（
一
人
当
た
り
）

①
要
介
護
４
、
要
介
護
５
の
要

介
護
高
齢
者
＝
年
額
６
万
円

②
要
介
護
２
（
重
度
認
知
症
に

限
る
）、
要
介
護
３
の
要
介

護
高
齢
者
＝
年
額
３
万
円

③
要
介
護
障
害
者
＝
年
額
３
万

円
●
申
請
時
に
必
要
な
も
の
＝
申

請
書
（
民
生
委
員
の
証
明
が

必
要
）、
介
護
者
名
義
の
預

金
通
帳
、
介
護
保
険
被
保
険

者
証
（
要
介
護
認
定
を
受
け

て
い
る
人
の
み
）

※
申
請
書
等
は
市
高
齢
福
祉

課
、
各
総
合
支
所
市
民
生
活

課
、
各
出
張
所
・
サ
ー
ビ
ス

コ
ー
ナ
ー
に
あ
り
ま
す
。

●
申
請
期
間
＝
８
月
３
日（
月
）

〜
31
日
（
月
）

※
申
請
書
は
介
護
者
の
住
所
地

の
市
高
齢
福
祉
課
・
各
総
合

支
所
市
民
生
活
課
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先
】

　

 

市
高
齢
福
祉
課

　
（
１
階
⑦
番
窓
口
）

　

☎
０
９
９
４─

31─

１
１
１
６

介
護
慰
労
金
手
続
き
の
お

知
ら
せ
〜
平
成　

年
度
第

１
回
目
受
付
〜

●
受
給
対
象
者
＝
次
の
要
件
す

べ
て
を
満
た
す
人

○
65
歳
以
上
の
要
介
護
高
齢
者

を
介
護
し
て
い
る
場
合

①
要
介
護
高
齢
者
、介
護
者（
受

給
対
象
者
）
が
、
８
月
１
日

現
在
、
鹿
屋
市
に
引
き
続
き

１
年
以
上
居
住
し
住
民
登
録

を
有
し
て
い
る
こ
と

②
65
歳
以
上
（
介
護
保
険
第
１

号
被
保
険
者
）
で
、
平
成
21

年
２
月
１
日
か
ら
要
介
護
２

（
重
度
認
知
症
に
限
る
）、
要

介
護
３
、
要
介
護
４
、
要
介

護
５
の
認
定
を
受
け
て
い
る

人
を
、
同
居
又
は
こ
れ
に
準

ず
る
状
態
で
継
続
し
て
６
か

月
以
上
、
在
宅
介
護
し
て
い

る
人

③
８
月
１
日
の
資
格
認
定
日

に
、
在
宅
介
護
し
て
い
る
人

次
の
人
は
、
受
給
対
象
者
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

□
平
成
21
年
２
月
１
日
以
降
、

延
べ
３
か
月
以
上
の
長
期
入

院
（
入
所
）
を
し
た
要
介
護

高
齢
者

□
要
介
護
２
（
重
度
認
知
症
に

限
る
）
の
人
で
介
護
保
険
法

に
基
づ
く
要
介
護
認
定
申
請

21

　市では、農商工連携を推進しています。地域の強みを活用するとともに、地域の課題を解決するためには、
産業の枠組を超えた農商工連携の取組が重要です。
　そこで、農商工連携の機運醸成と、核となる経営体の創出へ向けた「講演会」を開催し、あわせて様々な
業種の参加者が交流を深め、新たなビジネスチャンスを創出する機会として「異業種交流会」を開催します。
　農林漁業者と商工業者等のお互いの強みを持ち寄り、新たな事業展開の契機としてご活用ください。

●日　時　８月 21日 ( 金 )　14:00 ～ 19:30
●場　所　ホテルさつき苑
●内　容
①講演会　14時 10分～
　講　師＝㈱鹿児島地域経済研究所　
　　　　　　　　　　　　研究主査　濵田 豪 氏
　演　題＝ “農” から拡がる新たなビジネスの可能性
②異業種交流会　16 時～
○農商工連携取組事例紹介　
　講　師＝岡本 孝志 氏（㈱オキス代表取締役）
○ ビジネスマッチング（参加者による会社概要等の
発表、製品等の展示・紹介）

○交流会　18時～ 19時 30分
　内　容＝情報交換・名刺交換等
●定　員＝ 100 人（定員になり次第締め切り）
●参加費
　講演会＝無料
　交流会＝ 4,000 円
※講演会、異業種交流会の
　どちらか一方のみの参加
　もできます。
※応募方法など詳しくは、
　お問い合わせください。

農商工連携『講演会』と『異業種交流会』の参加者を募集

【問い合わせ・応募先】　市企業支援課（市産業支援センター内）☎ 0994-40-7890

KANOYA  CITY
PUBLIC  RELATIONSかのや


